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ごみに関する市民・事業者アンケート結果（主なもの） 
 

 

  １．調 査 名 

     『境港市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画』に関するアンケート調査 

 

  ２．調 査 時 期 

   ２０２２（令和４）年１１月 

 

  ３．対 象 

   市 民  １，０００人 

     事業者    ５００社 

 

  ４．抽出方法 

     無作為抽出 

 

  ５．回収数（回収率） 

  市 民    ４８２人（４８．２％） 

  事業者    ２２４社（４４．８％） 

 

       

  

10歳代 0.4%
20歳代 3.1%

30歳代 8.7%

40歳代

14.3%

50歳代

16.8%

60歳代 20.1%

70歳代

23.7%

80歳以上

12.7%

無回答 0.2%

＜市民の属性＞ 

農業
0.4%

漁業
4.0%

建設業
18.3%

製造業

（食料品以外）
6.5%

食料品製造業
8.0%

運輸業
4.0%卸売業

5.8%

小売業
15.2%

金融・保険業
1.3%

不動産業

物品賃借業
1.5%

宿泊

飲食サービス業
4.0%

医療・福祉
9.4%

教育、学習支援
1.3%

サービス業
10.3%

官公庁
4.0%

その他
4.5%

無効
0.4%

無回答
0.4%

＜事業者の属性＞ 
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あなたは、日頃、ごみの減量やリサイクルに関してどのような取り組みを

行っていますか？ 

89.6%

28.2%

32.2%

20.3%

32.8%

51.9%

69.9%

13.3%

54.7%

16.5%

60.8%

2.1%

0.8%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. マイバックの持参

2. 繰り返し使用できる商品を選ぶ

3. 過剰包装は断わる

4. 包装のなるべく少ない商品を選ぶ

5. 計画的に買い物をする

6. 店頭回収や集団回収を利用する

7. 資源ごみの分別の徹底

8. リサイクルショップやバザーを利用する

9. 食べ残しをださないようにする

10. 台所ごみ（生ごみ）の堆肥化

11. 生ごみを出す際の水切り

12. 特に取り組んでいない

13. その他

無回答

あなたは、ごみの減量やリサイクルについて関心がありますか？ 

30.3%

54.8%

9.1%

1.5%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1. 非常に関心がある

2. やや関心がある

3. あまり関心がない

4. まったく関心がない

無回答

市 民 

1. 半分程度は減らせる

2. ３割程度は減らせる

3. １割程度は減らせる

4. 若干は減らせる

5.
現在十分減らしており、これ以上減らせ
る余地はない

6.
減らせる余地はあるが、生活習慣などを変えることが

できないので減らせない

7. その他

無効

無回答

2.3%

8.1%

19.5%

32.8%

23.0%

9.3%

1.0%

0.2%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40%

あなたは、現在ご家庭から排出されるごみや資源ごみの総量を、今後どの

くらい減らすことが可能だと考えますか？ 

上記で１，２，３，４のいずれかを選択された方に質問します。減らせる

可能性があるのに、現状では減らせていない理由をお答えください。 

9.3%

14.6%

13.6%

38.7%

62.3%

27.8%

13.9%

8.6%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.
資源ごみの地域の集団回収（廃品回収）を

利用していないから

2.
資源ごみの店頭回収や拠点回収などを利

用していないから

3. 買い物の際、レジ袋を利用してしまうから

4.
繰り返し使用できる商品をあまり利用してい

ないから

5.
台所ごみ（生ごみ）を堆肥化するなどの有

効活用をしていないから

6.
食べ残しが出なくなるように工夫していない

から

7. 家族の協力を得るのが難しいから

8. その他

無効
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情報提供の方法については、何が効果的と思いますか？ 

77.3%

27.8%

28.8%

19.9%

0.8%

6.6%

6.8%

12.9%

1.5%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみの減量やリサイクルを進めていくために、市はどのような取り組みを

行うべきだと思いますか？ 

ごみの減量やリサイクルに関して知りたい情報はどのようなことです

か？ 

52.3%

29.0%

31.1%

12.5%

11.4%

12.1%

15.7%

3.8%

13.8%

0% 20% 40% 60%

市では、ご家庭から可燃ごみとして排出される使用済みの紙おむつを戸別

に分別収集し、資源化する取り組みを行っていますが、ご存じですか。 

1. 知っており、利用したことがある

2. 知っているが、利用したことはない

3. 知らない

無効

無回答

1.0%

23.2%

72.4%

0.0%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80%

25.0%

23.1%

17.8%

5.1%

5.3%

29.4%

35.8%

20.3%

30.9%

25.6%

3.6%

5.9%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 資源物の回収回数の増加

2. 資源物の分別回収品目の拡充

3.
資源物の集団回収・拠点回収利用の推
進・周知

4. ごみ集積所で排出時に指導する

5.
事業所の排出者責任徹底について指導
する

6. 学校などにおいて環境教育を進める

7.
家庭で実行できるごみの減量やリサイクル

の推進・周知

8.
広報など処理を増やし、ごみの減量やリサ

イクルの啓発

9.
ごみ処理には費用がかかることを意識
してもうらう

10. 不法投棄監視など対策強化

11. その他

無効

無回答

1. ごみの分別の方法

2. 資源物の行方

3. 廃棄物処理にかかる費用

4. ごみ・資源物の排出量

5. ごみ処理やリサイクルに関する法律

6. 集団回収・拠点回収の利用状況

7.
市が行っている生ごみ分別リサイクルグ

ループ事業

8. その他

無回答

1. 市の広報誌

2. 市のホームページ

3. テレビ・新聞

4. ＰＲパンフレット・ポスター

5. ビデオの貸し出し

6. 講演会・研修会・イベント

7. リサイクルセンターなどの見学会

8. SNS・アプリ活用

9. その他

無回答



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業者 

貴事業所では、ごみの減量やリサイクルにどのように取り組んでいますか？ 

上記で 1か 2のいずれかを選んだ方にお聞きします。 

貴事業所がごみの減量やリサイクルに取り組まれる理由はなんですか？ 

1. 企業の宣伝やイメージアップのため

2. 企業として社会的責任を果たすため

3. 法律の規制があるため

4. 業界全体が取り組んでいるため

5. 競合他社が取り組んでいるため

6. 経費削減のため

7. その他

無効

9.9%

80.7%

42.2%

23.4%

1.0%

48.4%

6.8%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上記で 3か 4のいずれかを選んだ方にお聞きします。 

貴事業所がごみの減量やリサイクルに消極的な理由はなんですか？ 

1. 当事業所にはあまり関係がないと思うから

2. 分別や排出の仕方がわからないから

3. 手間や時間がかかるから

4. 経費がかかるから

5. 従業員の意識改革が難しいから

6. ごみの発生量が少ないから

7. その他

40.0%

6.7%

50.0%

33.3%

16.7%

56.7%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1. 社員教育を徹底している

2. ごみの管理責任者の選任

3. 書類・資料のペーパーレス化

4. 裏紙の利用等の製品の再利用

5. 減量化・再資源化計画の作成

6. リサイクル品の回収に協力している

7. 再生品の利用

8. リースやレンタルの活用

9. 包装廃棄物の抑制

10. 事業所内での資源物の分別

11. 資源の店頭回収を実施

12. エコマーク、グリーン購入に配慮している

13. 適正な在庫管理を心掛けている

14. 特に何も実施していない

15. その他

無回答

11%

8%

35%

60%

5%

46%

34%

22%

14%

58%

5%

7%

26%

4%

0%

5%

0% 20% 40% 60% 80%

貴事業所では、ごみの減量やリサイクルに関してどのようなことを実践し

ていますか？ 

1. 積極的に取り組んでいる

2. あまり積極的ではないが取り組んでいる

3. どちらかというと取り組みは消極的である

4. ほとんど取り組んでいない

無回答

35.7%

50.0%

11.6%

1.8%

0.9%

0% 20% 40% 60%
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貴事業所が現在排出している事業系ごみの量は、今後どの程度まで減らすこ

とが可能だと考えますか？ 

1. 半分以上減らせる

2. 3割程度は減らせる

3. 1割程度は減らせる

4. 若干は減らせる

5.
現在、十分減らしており、これ以上減らせる

余地はない

6.
減らせる余地はあるが、現状を変えることができないので減

らせない

7. その他

無回答

0.9%

4.0%

9.4%

29.9%

34.8%

12.9%

2.2%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40%

上記で 1,2,3,4 のいずれかを選択された方にお聞きします。 

減らせる見込みがあるのに、現状では減らせていない理由をお答えください。 

1. ごみの減量やリサイクルに回す経費がないから

2. 管理者を選任していないなど組織体制に問題があるから

3.
ごみの減量やリサイクルをしても企業のイメージアップにつ

ながらないから

4. ごみの減量やリサイクルに関する情報がないから

5. その他

無効

18.6%

16.5%

3.1%

22.7%

38.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

事業所のごみの減量やリサイクルを促進するために、市ではどのような取り

組みが必要だと思われますか？ 

1.
ごみの減量やリサイクルに積極的に取り組

む事業者への表彰・認定制度の創立

2. 他の事業所における実施事例の紹介

3.
ごみ問題や地球環境問題に関する出前研

修や講師派遣など、教育機関の充実

4.
ごみや資源物等の種類に応じたごみの減量やリサイクルに

関するアドバイスや情報の提供

5.
分別品目を増やし、資源の有効活用を
図る

6.
分別・リサイクルの徹底を図るための収集

運搬体制の整備

7. 収集業者や処理業者に関する情報提供

8.
分別ルール等を守らない事業者に対す
る罰則制度の徹底

9. 特に必要ない

10. その他

無効

無回答

9.2%

37.8%

7.8%
50.7%

14.3%

32.7%

35.5%

8.8%

10.1%

3.2%

1.8%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

＜代表的な意見＞ 

・ペーパーレスが不徹底。 

・今、書類の電子化を進めている途中だから。 

・元々のごみ発生量が少ない。 

・人手不足。 

・感染対策に使用するディスポーザブル製品の増加（アルコール綿、シート、ペー

パータオル etc.）。 
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ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
自
由
意
見
（
主
な
も
の
）

＜
市
民
＞

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
自
由
意
見

ご
み
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
自
体
知
ら
な
か
っ
た
。
具
体
的
に
ど
ん
な
事

を
す
れ
ば
良
い
の
か
分
か
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
ん
な
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
、
今

後
何
も
せ
ず
に
い
る
と
ど
う
な
る
の
か
？
と
い
う
事
が
数
字
や
映
像
で
分
か
れ

ば
も
っ
と
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の
減
量
に
対
し
て
積
極
的
に
動
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク

ル
情
報

分
別
数
や
分
別
区
分
が
増
え
る
こ
と
は
協
力
し
た
い
と
は
思
っ
て
も
負
担
に
な

り
ま
す
。
生
ご
み
の
分
別
が
う
ま
く
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
幸
い
、
庭
が
広

い
の
で
埋
め
て
土
に
返
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
収
集
日
に
出
す
ご
み
が

か
な
り
減
り
ま
す
。

生
ご
み

分
別

現
状
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
物
が
可
燃
ご
み
袋
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
軟
プ

ラ
回
収
袋
売
り
場
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
資
源
で
す
」
と
か
の
チ
ラ
シ
を
貼
っ

て
も
ら
う
と
か
啓
発
す
る
。
「
軟
プ
ラ
回
収
袋
を
利
用
す
る
と
こ
ん
な
に
可
燃

ご
み
が
減
り
ま
す
」
と
か
の
写
真
チ
ラ
シ
を
貼
っ
て
も
ら
う
と
か
。

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク

ル

市
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
キ
ャ
ッ
プ
を
入
れ
る
場
所
（
一
部
付
い

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
）
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル

キ
ャ
ッ
プ

粗
大
ご
み
の
分
別
内
容
が
分
か
ら
な
い
の
で
具
体
的
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
ほ

し
い
。

分
別
方
法

ー

不
燃
物
の
集
積
場
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
特
に
夜
間
お
願
い
し
ま
す
。
（
不
法
投

棄
予
防
に
な
る
）

不
法
投
棄

ー

ご
み
の
収
集
場
所
に
分
別
し
て
な
い
ご
み
を
出
す
人
が
多
す
ぎ
る
。
一
人
一
人

の
意
識
の
向
上
を
は
か
る
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

集
積
所

分
別

分
別
品
目
を
拡
充
す
べ
き
と
は
思
う
が
、
高
齢
者
な
ど
分
別
そ
の
も
の
に
苦
労

す
る
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
層
に
ど
う
理
解
、
推
進
す
べ
き
か
で
今
後
が
変

わ
る
と
思
う
。

分
別

高
齢
者

各
自
で
ご
み
を
減
ら
す
事
に
も
っ
と
呼
び
か
け
、
自
治
会
の
会
合
な
の
で
勉
強

し
て
意
見
を
言
う
場
所
設
け
て
、
協
力
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
み
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。

自
治
会

ー

魚
料
理
が
多
い
の
で
そ
の
生
ご
み
の
処
理
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
（
水
切

が
難
し
い
、
放
置
す
る
と
臭
う
な
ど
）
良
い
処
理
方
法
が
あ
れ
ば
知
り
た
い
で

す
。

生
ご
み

ー

＜
事
業
者
＞

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
自
由
意
見

手
間
と
お
金
が
か
か
ら
な
い
方
法
が
わ
か
れ
ば
積
極
的
に
や
り
た
い
と
思
う
。

他
県
の
良
い
事
例
を
参
考
に
し
て
体
制
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

情
報

ー

小
規
模
な
会
社
な
の
で
、
ご
み
を
市
の
集
積
所
に
持
っ
て
行
き
、
市
の
ご
み
収

集
車
で
収
集
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
助
か
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
な

の
で
、
ご
み
の
減
量
化
に
は
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
現
状
の
仕
分
け
が
正

し
い
か
少
し
わ
か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
年
一
回
く
ら
い
分
別
の
仕
方
な

ど
の
説
明
会
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

情
報

ー

キ
ー
ワ
ー
ド

キ
ー
ワ
ー
ド


